
・PTSDは患者からのメッセージであり、必ず何か意味があることを忘れずに看護していきたい。

・認知症患者の関わり方だけでなく、治療薬に関する知識も深めることができた。

・今までの患者に対する視点や対応について振り返り、新しい視点や介入方法を学ぶことができた。

明日からの実践に活かし、自部署にも伝えていこうと思った。

令和5年６月28日～30日Web開催

☘目的☘
認知症に関する基本的知識と具体的な対応方法に加え、入院中に必要な認知症看護
に関する専門的知識と技術を習得する。

講義

５名の認知症認定看護師、医師、薬剤師より講義を受けました。

グループワーク

２～３施設で構成されるグループで、これまでに関わった認知症の難渋事例について
話し合いをし、今後の自身の取り組みについて検討しました。

受講生の声

最後に…
認知症看護に対し、これまでの看護を振り返り、研修での学びを今後の看護に結び付けたいと
いう姿勢がみられました。他施設とのGWを通し、視点が広がり気づきが多くあったとの意見
が寄せられました。
ご協力いただいた関係者の皆様にはこの場をお借りしてお礼申し上げます。

JCHO関東地区事務所

令和５年度認知症看護研修

関東地区61名、北海道東北地区30名が参加し、計91名で研修を開催しました。


